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改訂履歴

日付 バージョン 記載ページ 改訂内容

2020-11-14 V1.0 -- 初版を発行しました。

2022-02-21 V1.1 -- Box,BIM360DOCS連携を追加しました。

改訂履歴



© CIMTOPS Corporation. 3

改訂履歴

目次
• 概要 4
• 本機能を利用するための前提条件
• 事前設定 - 自動ファイル出力設定 5

• 自動出力ファイル設定設定 6
• Googleドライブに連携する場合の事前設定 Google側の設定 7

• Googleでの事前設定手順 8
• プロジェクトの作成とAPIの有効化 9
• サービスアカウント認証情報の作成 12
• OAuth2.0認証情報の作成 21

• Googleドライブに連携する場合の事前設定 ConMasManagerでの認証設定 23
• Google認証登録 24

• Boxに連携する場合の事前設定 Boxの設定 28
• Boxでの事前設定手順
• 1-1.マイアプリの作成
• 1-2.マイアプリの作成
• 1-3.マイアプリの作成
• 1-4.マイアプリの作成
• 2-1.アプリの承認
• 2-2.アプリの承認
• 2-3.アプリの承認
• 3-1.アプリの設定
• 3-1.アプリの設定
• 3-1.アプリの設定
• 3-1.アプリの設定

• Boxに連携する場合の事前設定 ConMas Managerのbox連携設定 41
• Box連携設定



© CIMTOPS Corporation. 4

４３改訂履歴

目次
• BIM360DOCSに連携する場合の事前設定 BIM360DOCSの設定 43

• BIM360DOCSでの事前設定手順
• 1-1.Forgeアプリの作成
• 1-2.Forgeアプリの作成
• 1-3.Forgeアプリの作成
• 1-4.Forgeアプリの作成
• 2-1.アカウントとアプリの関連付け
• 2-2.アカウントとアプリの関連付け
• 2-3.アカウントとアプリの関連付け
• 2-4.アカウントとアプリの関連付け
• 2-5.アカウントとアプリの関連付け
• 2-6.アカウントとアプリの関連付け
• 2-7.アカウントとアプリの関連付け

• BIM360DOCSに連携する場合の事前設定 ConMas ManagerでのBIM360DOCS連携設定 56
• BIM360DOCS連携設定

※目次は次ページへ続く



© CIMTOPS Corporation. 5

改訂履歴

目次
• 帳票定義毎のアップロード先フォルダーの設定 （Googleドライブ,Box,Bim360DOCS共通） 58 

• 外部システム出力設定
• 自動ファイル出力設定

• Googleドライブへの出力設定
• Googleドライブへのアップロード設定
• Googleドライブのアップロード先フォルダーの設定
• 入力帳票単位のGoogleドライブ連携履歴情報の参照

• Boxへの出力設定
• Boxへのアップロード設定
• Boxのアップロード先フォルダーの設定
• 入力帳票単位のBox連携履歴情報の参照

• BIM360DOCSへの出力設定
• BIM360へのアップロード設定
• BIM360DOCSのアップロード先フォルダーの設定
• 入力帳票単位のBIM360DOCS連携履歴情報の参照

• 既存フォルダー配下に作成するフォルダーの設定 （Googleドライブ,Box,Bim360DOCS共通） 73
• 既存フォルダー配下に作成するフォルダーの設定
• Googleドライブでの設定例

• 注意事項



© CIMTOPS Corporation. 6

概要
自動ファイル出力機能で出力したファイルを、Googleドライブ、box, BIM360DOCSの指定した既存フォルダーへ
アップロードすることが出来ます。
既存フォルダーの配下には、指定した条件でフォルダー及びフォルダー階層を自動生成することも可能です。

アップロード可能なファイルは自動アップロード機能でアップロード可能なファイルがすべて対象です。
・XML
・CSV
・データーアップロードCSV
・帳票のPDF
・帳票のExcel

自動出力フォルダー

自動アップ
ロード

ConMasサーバー

サーバー保存
あらかじめ指定したフォルダー
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本機能を利用するための前提条件
• GoogleドライブにアクセスできるGoogleアカウントがあること。
• BoxにアクセスできるBoxアカウントがあること。
• BIM360DOCSにアクセスできるAutoDeskアカウントがあること。
• ConMasManagerで自動ファイル出力機能がONの設定であること。
• ConMasサーバーが、Google、Box, BIM360DOCSへのアクセスが可能であ

ること。
※i-Reporterクラウド版では、 上記すべてのアクセスが可能です。



© CIMTOPS Corporation.

事前設定 - 自動ファイル出力設定
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自動出力ファイル設定

本機能はi-Reporterの自動ファイル出力機能で出力したファイルをGoogleドライブ、box, 
BIM360DOCSへ連携する機能です。

あらかじめ、ConMas Managerで 『自動ファイル出力機能』 がONの設定であることが必要です。

※ 『ConMas Manager自動ファイル出力機能 操作説明書』を参照ください。
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Googleドライブに連携する場合の事前設定
Google側の設定
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i-ReporterとGoogleドライブが連携するにはGoogle側での以下の事前設定を行う必要があります。
プロジェクト作成＋API有効化した後、『サービスアカウント認証』または『OAuth2.0認証』 のどちらかの設定を行います。

Googleでの事前設定手順

プロジェクトの作成とAPIの有効化

サービスアカウント認証情報作成
フォルダ共有設定

OAuth2.0認証情報作成

OR

※サービスアカウント認証、OAuth2.0認証についてはの情報は、Googleの認証の概要「プリンシパル」を参照ください。
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プロジェクトの作成とAPIの有効化
1. Webブラウザで Google Developer Console
(https://console.developers.google.com/) にアクセスします。

2. 既存のプロジェクトを選択するか新しいプロジェクトを作成します。
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プロジェクトの作成とAPIの有効化２
3. GoogleドライブAPIを有効にします。

① ダッシュボード画面で「APIとサービスの有効化」をクリックします。
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プロジェクトの作成とAPIの有効化３
② 「有効にする」をクリックします。
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サービスアカウント認証情報の作成
１．サービスアカウント認証情報を作成します。

① 認証情報画面で「認証情報を作成」から「サービスアカウント」を選択します。
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サービスアカウント認証情報の作成２
② 任意のサービスアカウント名を入力して「完了」をクリックします。

(「このサービスアカウントにプロジェクトへのアクセスを許可する」と
「ユーザーにこのサービスアカウントへのアクセスを許可」は省略して構いません。)
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サービスアカウント認証情報の作成３
③ 作成したサービスアカウントの編集アイコンをクリックします。

④ 「鍵を追加」から「新しい鍵を作成」を選択します。
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サービスアカウント認証情報の作成４
⑤ 「JSON」を選択して「作成」をクリックします。

⑥ アップロードされたファイルを保存します。

ダウンロードしたファイルは、P25『ConMasManager Google認証登録』で
使用します。
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サービスアカウント認証情報の作成５
2. 連携対象のGoogleドライブフォルダに共有設定をします。
2-1. 任意のユーザーのマイドライブ配下のフォルダを共有する場合

① 対象のフォルダを右クリックして「共有」を選択します。

② 作成したサービスアカウントのメールアドレスを入力してサジェストされた
アカウントを選択します。
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サービスアカウント認証情報の作成６
③ 「編集者」を選択して「送信」をクリックします。

(通知はされないのでOFFにしても構いません)

④ 「組織外のメンバーと共有しますか?」のダイアログが表示された場合は、
「このまま共有」をクリックします。
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サービスアカウント認証情報の作成７
2-2. 共有ドライブ配下のフォルダを共有する場合

① 対象のフォルダを右クリックして「共有」を選択します。
(対象の共有ドライブが管理者のユーザーでログインしている必要
があります。)

② 作成したサービスアカウントのメールアドレスを入力してサジェストされた
アカウントを選択します。
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サービスアカウント認証情報の作成８
③ 「コンテンツ管理者」または「投稿者」を選択して「送信」を

クリックします。
(通知はされないのでOFFにしても構いません)

④ 「組織外のメンバーと共有しますか?」のダイアログが表示された
場合は、「このまま共有」をクリックします。
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OAuth2.0認証情報の作成
1. OAuth2.0認証情報を作成します。

① 認証情報画面で「認証情報を作成」から「OAuth クライアント ID」を選択します。

② 「アプリケーションの種類」に「ウェブアプリケーション」を
選択します。
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OAuth2.0認証情報の作成２
③ 「名前」に任意の名称を入力し、「承認済みのリダイレクトURI」の「URIを追加」をクリックして下記のリダイレクトURLを入力し、

「作成」をクリックします。

★リダイレクトURL の設定方法
http(s)://[ホスト名]/ConMasManager[識別子]/SystemGoogleAuthCallback/IndexAsync
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OAuth2.0認証情報の作成３
④ 作成したOAuth 2.0 クライアント ID のダウンロードアイコンをクリックして認証ファイルを保存します。

ダウンロードしたファイルは、P25『ConMasManager Google認証登録』で
使用します。
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Googleドライブに連携する場合の事前設定
ConMasManagerでの認証設定
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Google認証登録
ConMasManager - システム管理 – Google認証登録で、『サービスアカウント認証情報』 または
『OAuth2.0認証情報』で作成したファイルをアップロードします。

 Googleドライブへファイルアップロードする時のアカウントをここで決定します。

認証方法が『サービスアカウント認証』 か
『OAuth2.0認証』を選択します。

認証登録が行われると登録情報として、
キーとメールアドレスが表示されます。
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Boxに連携する場合の事前設定
Boxの設定
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i-ReporterとBoxが連携するにはBoxで以下の事前設定が必要です。
1. Boxで連携用のアプリを作成します。
2. アプリを承認します。※承認できるのはBoxの管理者アカウントです。
3. アプリの設定

Boxとi-Reporter間は認証にサーバー認証(クライアント資格情報許可)を使用し、サービスアカウントで連携します。

Boxでの事前設定手順

マイアプリの作成

アプリの承認(box管理者)
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1-1.マイアプリの作成
1-1. Webブラウザで Boxにログインし、開発者コンソールにアクセスします。
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1-2.マイアプリの作成
1-2.マイアプリで「アプリの新規作成」を選択します。
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1-3.マイアプリの作成
1-3.アプリタイプは「カスタムアプリ」を選択します。
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1-4.マイアプリの作成
1-4.作成するアプリの内容を設定し、「アプリの作成」をクリックするとマイアプリにアプリが作成されます。

① 認証方法に「サーバー認証(クライアント資格情報許可)」
を選択します。

② アプリ名に任意の名称を入力します。

③ 「アプリの作成」をクリックします。
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2-1.アプリの承認
2-1.作成したアプリを承認します。
※この操作はboxの管理者でおこなってください。

① 作成したアプリの「承認」タブを選択します。

② 「確認して送信」をクリックします。
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2-2.アプリの承認
2-2.「送信」をクリックするとboxの管理者アカウントに登録されているメールアドレスにメールが送信されます。

管理者はメールの内容に従って承認します。
※設定者がbox管理者でない場合は、box管理者へ作業依頼してください。

「送信」をクリックします。

クリックします。

「有効化」をクリックします。

メールの「アプリをレビュー」をクリックし
ます。

設定者 管理者
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2-3.アプリの承認
2-3.承認が完了するとサービスアカウントが作成されます。
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3-1.アプリの設定
3-1. i-Reporterからboxにフォルダ、ファイルを作成できるように設定します。

① 作成したアプリの「構成」タブを選択します。

② 「Boxに格納されているすべてのファイルとフォル
ダへの書き込み」にチェックを入れます。

③ 「変更を保存」をクリックします。
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3-2.アプリの設定
3-2. Managerの「Box連携設定」に登録するクライアントシークレットを作成します。

「クライアントシークレットを取得」をクリックします。

注意事項
2段階認証が有効になっている環境の場合は、別途認証コードが必要です。
詳しくはBoxサポートにご確認ください。
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3-3.アプリの設定
3-3. Managerの「Box連携設定」に登録する３つの情報を控えます。

・クライアントID（Client ID）
・クライアントシークレット（Client Secret）
・Enterprise ID

① 「構成」タブを選択します。

② 「クライアントID」と「クライアントシーク
レット」をコピーして控えます。

③ 「一般設定」タブを選択します。

④ 「Enterprise ID」を控えます。
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3-4.アプリの設定
3-4.ファイルを連携するのはサービスアカウントです。

アップロードしたいフォルダーに、アービスアカウントのメールアドレスを共有設定に追加します。

サービスアカウントのメールアドレス

Boxのサイトで
アップロードしたいフォルダを選択し共
有をクリック。

サービスアカウントのメールアドレスを入
力し、”編集者として招待”を選択し”送信”
します。

送信をクリックします。

一般設定
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Boxに連携する場合の事前設定
ConMas Managerのbox連携設定
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box連携設定
ConMasManager - システム管理 – Box連携設定で、Box側の設定時に控えて頂いた3つの設定値を入力し
ます。
・ClientID、Client Secret、Enterprise ID

連携設定が行われると連携情報として、
アプリ名と、サービスアカウントのアドレスが表示

されます。

ClientID、Client Secret、Enterprise IDをそれ
ぞれ入力して登録クリックします。
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BIM360DOCSに連携する場合の事前設定
BIM360DOCSの設定
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i-ReporterとBIM360DOCSが連携するにはBIM360DOCS側での以下の事前設定が必要です。
1.BIM360DOCS側で連携用のForgeアプリを作成します。
2.アカウントとアプリとの関連付けの設定を行い、Forgeアプリにアカウント管理者のアクセスを許可します。

BIM360DOCSとi-Reporter間の認証は2-legged 認証を使用します。

BIM360DOCSでの事前設定手順

Forgeアプリの作成

アカウントとアプリの関連付け設定
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1-1.Forgeアプリを作成
1-1.Webブラウザで Forgeポータル(https://forge.autodesk.com)に管理者アカウントでサインインし、

「My Apps」に移動します。
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1-2.Forgeアプリを作成
1-2. 「My Forge Apps」画面で「CREATE APP」をクリックします。
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1-3.Forgeアプリを作成
1-3.設定内容を入力してアプリを作成します。

② 「Callback URL」は使用しませんが必須入
力のためダミーのURLを入力します。 ④ 「CREATE APP」を

クリックします。

③ 「APIs」は「BIM 360 API」 と
「Data Management API」を選択します。

① 「App Name」、「App description」には
任意のアプリ名、説明を入力します。
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1-4.Forgeアプリを作成
1-4. アプリが作成されたら「Client ID」と「Client Secret」をこの後の設定のために控えておきます。

アカウントとアプリの関連付け設定とManagerの「BIM360連携設定」に使用します。

後ほどConMasManager側の設定で使用しますので控えます。
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2-1.アカウントとアプリの関連付け
2-1. Webブラウザで BIM360DOCS(https://bim360docs.autodesk.com)に管理者アカウントでサインインし、

「Account Admin」に移動します。
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2-2.アカウントとアプリの関連付け
2-2.連携対象のプロジェクトの「BIM 360 管理者」に移動します。
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2-3.アカウントとアプリの関連付け
2-3.「設定」を選択します。
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2-4.アカウントとアプリの関連付け
2-4.「カスタム統合」タブの「カスタム統合機能を追加」をクリックします。

① 「カスタム統合」をクリックします。

② 「カスタム統合機能を追加」をクリックします。
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2-5.アカウントとアプリの関連付け
2-5.アクセス権に「Document Management」を指定します。

① 「Document Management」にチェックを
入れます。

② 「次へ」をクリックします。
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2-6.アカウントとアプリの関連付け
2-6.Forgeアプリを自身で開発するか外部の開発者を招待するかを指定します。

① 「私は開発者です」を選択します。

② 「次へ」をクリックします。
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2-7.アカウントとアプリの関連付け
2-7. 設定項目を入力して保存すると関連付けの設定が完了します。

① 「アカウントID情報を安全に保存しました。」に
チェックを入れます。

④ 「保存」をクリックします。

② 「Forge クライアントID」には「Forgeアプリの作
成4」で控えた「Client ID」を入力します。

③ 任意のアプリ名を入力します。
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BIM360DOCSに連携する場合の事前設定
ConMas ManagerでのBIM360DOCS連携設定
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BIM360DOCS連携設定
ConMasManager - システム管理 – BIM360DOCS連携設定で、BIM360DOCS側の設定時に控えておいた
3つの設定値を入力します。
・ClientID、Client Secret ClientID、Client Secretをそれぞれ入力して

認証クリックします。

連携するBIM360DOCSのプロジェクトにチェック
を入れて登録クリックします。

連携設定ができると、ハブ情報、プロジェクト情報
が表示されます。
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帳票定義毎の
アップロード先フォルダーの設定

（Googleドライブ,Box,Bim360DOCS共通）
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外部システム出力設定
• Googleドライブ、Box、BIM360DOCSに連携するかどうかを設定します。

※最大２サービスまでです。
編集ボタンをクリック。

連携するサービスを設定します。
※２サービスまで

３つを”連携する”では
保存できません。
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自動ファイル出力設定
連携済み自動アップロードファイルの削除

しない:各サービスへ連携した後もi-Reporterサーバー上に
自動アップロードファイルが残ります。（既定値）

する: 各サービスへ連携後、i-Reporterサーバー上から
自動アップロードファイルを削除します。

連携エラー時の帳票保存処理
失敗させる:各サービスへファイルが連携できなかった場合、

i-ReporterアプリからConMasサーバーへの帳票保存を
失敗させます。（既定値）

成功させる:各サービスへファイルが連携できなかった場合でも
i-ReporterアプリからConMasサーバーへの帳票保存を
成功させます。
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Googleドライブへの出力設定
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Googleドライブへのアップロード設定
• 帳票定義の 『基本情報』 の『 Googleドライブ出力先設定』から出力先設定を行います。

編集ボタンをクリック。

Googleドライブの出力先設定のGoogleドライブの出力先設定の
編集画面を表示。
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Googleドライブのアップロード先フォルダーの設定

Googleドライブのフォルダーの指定（必須）
Googleドライブの既存のフォルダーからアップロード先を以下の
どちらかの方法で指定します。
・ Googleドライブのフォルダーを選択

Googleドライブのフォルダー構成よりフォルダーを選択して指定します。
・ GoogleドライブのフォルダーIDを直接入力

GoogleドライブのフォルダーIDを直接入力して指定します。

Googleドライブのアップロード先は、Gooleドライブの既存フォルダーから指定します。また、そのフォルダーの配下に帳票の情報等
を使用してフォルダー階層を自動生成することも、可能です。

フォルダーIDとは

Googleドライブの該当フォルダーをブラウザーで開き、
URLの末尾に表示されるランダムな文字列が

『フォルダーID『となります。

Googleドライブのフォルダーを選択

GoogleドライブのフォルダーIDを直接入力
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入力帳票単位のGoogleドライブ連携履歴情報の参照

連携日時:連携した日時をyyyy/MM/dd HH:mm:ss形式で表示。
 i-Reporterユーザー:連携時のi-ReporterユーザーIDと名称を表示。
連携フォルダー:連携したGoogleドライブ上のフォルダー名とID値を表示。連携失敗時は空白。
連携ファイル:自動アップロードファイル名とGoogleドライブ上のID値を表示。連携失敗時は空白。
成否:成功時は表示なし。Googleドライブ側でエラー発生した場合、Googleから返されたエラーコードを表示。

入力帳票の基本情報画面から、Googleドライブへ連携したファイルの履歴を参照できます。
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Boxへの出力設定
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Boxへのアップロード設定
• 帳票定義の 『基本情報』 の『 Box出力先設定』から出力先設定を行います。

編集ボタンをクリック。

Boxの出力先設定の編集画面をBoxの出力先設定の編集画面を
表示。
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フォルダーIDとは

Boxの該当フォルダーをブラウザーで開き、
URLの末尾に表示されるランダムな文字列が

『フォルダーID『となります。

Boxのアップロード先フォルダーの設定

Boxのフォルダーの指定（必須）
Boxの既存のフォルダーからアップロード先を以下の
どちらかの方法で指定します。
・ Boxのフォルダーを選択

Boxのフォルダー構成よりフォルダーを選択して指定します。
・ BoxのフォルダーIDを直接入力

BoxのフォルダーIDを直接入力して指定します。

Boxのアップロード先は、Boxの既存フォルダーから指定します。また、そのフォルダーの配下に帳票の情報等を使用して
フォルダー階層を自動生成することも可能です。

BoxのフォルダーIDを直接入力Boxのフォルダーを選択
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入力帳票単位のBox連携履歴情報の参照

連携日時:連携した日時をyyyy/MM/dd HH:mm:ss形式で表示。
 i-Reporterユーザー:連携時のi-ReporterユーザーIDと名称を表示。
連携フォルダー:連携したBox上のフォルダー名とID値を表示。連携失敗時は空白。
連携ファイル:自動アップロードファイル名とBox上のID値を表示。連携失敗時は空白。
成否:成功時は表示なし。Box側でエラー発生した場合、Boxから返されたエラーコードを表示。

入力帳票の基本情報画面から、Boxへ連携したファイルの履歴を参照できます。
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BIM360DOCSへの出力設定
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BIM360へのアップロード設定
• 帳票定義の 『基本情報』 の『BIM360DOCS出力先設定』から出力先設定を行います。

BIM360DOCSの出力先設定の編
集画面を表示。

編集ボタンをクリック。
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フォルダーIDとは

BIM360DOCSの該当フォルダーをブラウザーで開き、
URL内の”folderUrn”パラメータに指定されているランダムな文字列
が『フォルダーID『となります。
※ブラウザーでは文字列”:”がパーセントエンコーディングされ”%3A”
と表示されますが、ここは”:”に変換ください。
不明な場合は、フォルダーを選択する方法で指定ください。

BIM360DOCSのアップロード先フォルダーの設定

BIM360DOCSのフォルダーの指定（必須）
BIM360DOCSの既存のフォルダーからアップロード先を以下の
どちらかの方法で指定します。
・ BIM360DOCSのフォルダーを選択

BIM360DOCSのフォルダー構成よりフォルダーを選択して指定します。
・ BIM360DOCSのフォルダーIDを直接入力

BIM360DOCSのフォルダーIDを直接入力して指定します。

BIM360DOCSのアップロード先は、BIM360DOCSの既存フォルダーから指定します。また、そのフォルダーの配下に帳票の情報等
を使用してフォルダー階層を自動生成することも可能です。

プロジェクトとフォルダーIDを直接入力
BIM360DOCSのフォルダーを選択
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入力帳票単位のBIM360DOCS連携履歴情報の参照

連携日時:連携した日時をyyyy/MM/dd HH:mm:ss形式で表示。
 i-Reporterユーザー:連携時のi-ReporterユーザーIDと名称を表示。
連携フォルダー:連携したBIM360DOCS上のフォルダー名とID値を表示。連携失敗時は空白。
連携ファイル:自動アップロードファイル名とBox上のID値を表示。連携失敗時は空白。
成否:成功時は表示なし。BIM360DOCS側でエラー発生した場合、BIM360DOCSから返されたエラーコードを表示。

入力帳票の基本情報画面から、BIM360DOCSへ連携したファイルの履歴を参照できます。
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既存フォルダー配下に作成するフォルダーの設定
（Googleドライブ,Box,Bim360DOCS共通）
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置換文字列 置換される値

{date} サーバー保存時の日付(『yyyyMMdd『形式)

{dateTime} サーバー保存時の日付(『yyyyMMddHHmmss『形式)

{time} サーバー保存時の日付(『HHmmss『形式)

{defTopName} 帳票定義名称

{repTopName} 入力帳票名称

{remarks1} 帳票備考１

… …

{remarks10} 帳票備考１０

{defTopId} 帳票定義ID

{repTopId} 入力帳票ID

{publicStatus} 公開ステータス

{editStatus} 編集ステータス

{cluster_[シート番号]_[クラスターindex]} クラスター値
例）シート番号=１、クラスターindex=5 のクラスターの場合 {cluster_1_5}

フォルダー自動生成の設定（既存フォルダーの配下）
各サービスで指定した既存のフォルダー配下に作成するフォルダー設定（任意）

既存のフォルダーの配下に帳票の情報等を使用してフォルダー及びフォルダー階層を自動生成することが出来ます。
置換文字列を利用することで保存された入力帳票の情報等を、フォルダー名に利用できます。

※『/『 はフォルダー階層を表す予約文字です。クラスター値や備考値の『/『は文字として扱われます。
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Googleドライブでの設定例
■ Googleドライブアップロード先の設定

指定したGoogleドライブのフォルダー
TEST¥ベース

指定したフォルダー配下に生成するフォルダーの設定詳細設定
{defTopName}/{cluster_1_0}
の記述で以下の階層からなる２つのフォルダーを生成します。
→[定義名称]

→[シート１のクラスターindex0(日付クラスター)の値]

■Googleドライブアップロード結果
指定したGoogleドライブのフォルダー

TEST¥ベース

指定したフォルダー配下に生成したフォルダー
→(最新デモ_サンプル）全インプットサンプル ＝定義名称

→ 2020/11/02 ＝日付クラスターの年月日値

上記の設定を行なうと、以下のアップロード結果となります。
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注意事項
• Googleドライブ、Box、BIM360DOCSの設定画面は各サービス側により変更される可能性があります。
• これらの各種連携が完了するまで、アプリで帳票保存は「完了」しません。
• 最大２サービスまで連携設定が可能ですが、大きな帳票データの場合は時間がかかることがあります。

この場合、アプリのタイムアウトにご注意ください。
タイムアウトしてしまう場合は、アプリのタイムアウト設定を伸ばして回避ください。


